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なごや子ども・若者わくわくフェスタにおけるアンケート調査 報告書 

 

１ 実施概要 

目  的： 

 

子どもたちが特に大切にしたい権利、権利を守るために大人にしてほしい

ことなどをアンケート形式で聞き、子どもの考える「子どもの権利」につ

いて把握し、子どもに関する総合計画策定の参考とするもの。 

実施場所： イオンモールナゴヤドーム前 (なごや子ども・若者わくわくフェスタ) 

実施日時： 令和５年 7月 25 日(火) 10 時～15 時 

対 象 者： イベントに来場した子ども 

回答者数： 131 人 

 
２ アンケート項目 

（１）回答者の年齢 

（２）回答者の住所（名古屋市内、名古屋市外の別） 

（３）なごや子どもの権利条例を知っているか 

（４）子どもにとって特に大切だと思うこと 

（５）（４）を大切にするために、大人にしてほしいこと 
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３ アンケート結果 

 

（１）年齢、居住地（名古屋市内、名古屋市外の別） 

・回答者の平均年齢は 10.8 歳 

・回答者の多かった年齢は 6～9歳 

・回答した子どものうち、市内在住者は 92 名（70.2％） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

N=131 

 

  

市内 市外 無回答

～5歳 2 0 0 2

6～9歳 47 8 3 58

10～12歳 27 4 0 31

13～15歳 6 10 0 16

16～18歳 7 9 0 16

19歳～ 3 4 0 7

無回答 0 0 1 1

92 35 4 131

年

齢

区

分

居住地

計

計

1.5%

35.9%

20.6%

4.6%

5.3%

2.3%

6.1%

3.1%

7.6%

6.9%

3.1%

2.3%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

～5歳

6～9歳

10～12歳

13～15歳

16～18歳

19歳～

無回答

市内 市外 無回答
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（２）子どもの権利について 

 ①「なごや子どもの権利条例」を知っているか＜市内居住者のみ＞ 

  ・「内容を知っている」と答えた子どもが 7 人（7.6％） 

  ・「名前は知っているが、内容は知らない」と答えた子どもが 19 人(20.5％) 

  ・「知らない」と答えた子どもが 65 人(70.8％) 

N=92 

 

  

内容を

知っている

名前は

知っている
知らない 無回答

～5歳 0 0 2 0 2

6～9歳 2 4 41 0 47

10～12歳 4 6 17 0 27

13～15歳 0 4 2 0 6

16～18歳 1 4 1 1 7

19歳～ 0 1 2 0 3

7 19 65 1 92

計

年

齢

区

分

計

子どもの権利条例の認知度

2…

4.3%

1.1%

4.3%

6.5%

4.3%

4.3%

1.1%

2.2%

44.6%

18.5%

2.2%

1.1%

2.2%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

～5歳

6～9歳

10～12歳

13～15歳

16～18歳

19歳～

内容を

知っている

名前は

知っている

知らない 無回答
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 ②子どもにとって特に大切だと思うことについて（3つまで選択） 

  ・「いじめや暴力を受けないこと」を選んだ子どもが 55 人(42.0％) 

  ・「病気やケガの時に治療を受けること」を選んだ子どもが 51 人(38.9％) 

  ・「のびのび遊ぶこと」を選んだ子どもが 40 人(30.5％) 

 
（n=131） 

    【その他の記述】 

    あいさつすること／全部／いのち／元気、希望、ゆめ／人をたいせつにする／ 

1 人でも簡単に相談ができる場所が身近にあること   など 

 

 

 
 

回答数 割合

55 42.0%

51 38.9%

40 30.5%

34 26.0%

32 24.4%

31 23.7%

25 19.1%

25 19.1%

18 13.7%

13 9.9%

12 9.2%

5 3.8%

2 1.5%

自分の意見が大切にされること

その他

興味にあわせて学ぶこと

プライバシーが守られること

周りから認められ、頼りにされること

いじめや暴力を受けないこと

病気やケガの時に治療を受けること

のびのび遊ぶこと

自分の意見が言えること

自分の考えを持つこと

自分らしさが大切にされること

ほっとできる場所があること

ゆっくり休むこと
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そ
の
他

回答数

～5歳 6～9歳 10～12歳 13～15歳 16～18歳 19歳～ 無回答
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③大人にしてほしいことについて 

・「遊ぶこと」について答えた子どもが 13.7％ 

   (例：もっと遊べる時間をつくってほしい、勉強ばかりではなく少しは遊びたい) 

・「安全に生きること」について答えた子どもが 11.8％ 

   (例：すぐに病院につれていってほしい、いじめを早く見つけて対処してほしい) 

 ・「居場所」について答えた子どもが 10.8％ 

  （例：あんしんできるばしょを作ってほしい、子どもだけで行ける所を増やしてほ

しい） 

 ・「気持ちをきいてもらうこと」について答えた子どもが 10.8％ 

  （例：自分の意見がまとまるまでゆっくり聞いてほしい、おはなしをきいてほし

い） 

・その他の意見として「もっとトイレをきれいにしてほしい」「物のねだんを安く

してほしい」等の意見があった 

 

 

 

13.7%

11.8%

10.8%

10.8%

8.8%

5.9%

4.9%

3.9%

2.9%

2.9%

1.0%

1.0%

21.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

遊ぶこと

安全に生きること

居場所のこと

気持ちをきいてもらうこと

学校のこと

意見を大切にすること

今のままがいい

交流・経験する機会をつくること

相談できること

子どもを見守ること

学ぶこと

自分で決めること

その他
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【調査票】 
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ファミリーデーなごやにおけるアンケート調査 報告書 

 

１ 実施概要 

目  的： 

 

子どもたちが特に大切にしたい権利、権利を守るために大人にしてほしい

ことなどをアンケート形式で聞き、子どもの考える「子どもの権利」につ

いて把握し、子どもに関する総合計画策定の参考とするもの。 

実施場所： 旧御園小学校 

実施日時： 令和 6年 1月 27 日(土) 10 時～15 時 30 分 

対 象 者： ファミリーデーなごや 市青少年育成市民会議ブースに来場した子ども 

回答者数： 72 人 

 
２ アンケート項目 

（１）回答者の年齢 

（２）なごや子どもの権利条例を知っているか 

（３）子どもにとって特に大切だと思うこと 

（４）（３）を大切にするために、大人にしてほしいこと 
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３ アンケート結果 

 

（１）年齢 

・回答者の平均年齢は 9.7 歳 

・回答者の多かった年齢は 7～9歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢区分 回答者数

9

33

14

13

3

計 72

　5～6歳

　7～9歳

10～12歳

13～15歳

16～18歳
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（２）子どもの権利について 

 ①「なごや子どもの権利条例」を知っているか 

  ・「内容を知っている」と答えた子どもが 5 人（6.9％） 

  ・「名前は知っているが、内容は知らない」と答えた子どもが 16 人(22.2％) 

  ・「知らない」と答えた子どもが 51 人(70.8％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの権利条例の認知度

内容を

知っている

名前は

知っている
知らない 無回答

0 0 9 0 9

1 3 29 0 33

2 4 8 0 14

1 8 4 0 13

1 1 1 0 3

計 5 16 51 0 72

年齢区分 計

　5～6歳

10～12歳

13～15歳

16～18歳

　7～9歳
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 ②子どもにとって特に大切だと思うことについて（3つまで選択） 

  ・「病気やケガの時に医者にみてもらえること」を選んだ子どもが 26 人(36.1％) 

  ・「たたかれたり、いじめられないこと」を選んだ子どもが 23 人(31.9％) 

  ・「ゆっくり休むこと」を選んだ子どもが 20 人(27.8％) 

（n=72） 

【その他の記述】いのち／うんどうすること 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合

26 36.1%

23 31.9%

13 18.1%

16 22.2%

10 13.9%

11 15.3%

10 13.9%

17 23.6%

20 27.8%

12 16.7%

16 22.2%

10 13.9%

3 4.2%

自分の考えが大切にされること

その他

病気やケガをしたら、お医者さんにみてもらえること

みんなから認められ、頼りにされること

自分のことで人に知られたくないことが守られること

のびのび遊ぶこと

ゆっくり休むこと

興味にあわせて学ぶこと

自分の気持ちや考えをきいてもらうこと

たたかれたり、いじめられないこと

ほっとできる場所があること

自分らしさが大切にされること

自分の考えを持つこと
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③大人にしてほしいことについて 

・「認められること」について答えた子どもが 11.1％ 

   (例：がんばったときほめてほしい、勉強をしたらほめてほしい) 

・「気持ちをきいてもらうこと」について答えた子どもが 9.7％ 

   (例：ゆっくり話をきいてほしい、困ったことを聞いてほしい) 

 ・「遊ぶこと」について答えた子どもが 5.6％ 

  （例：いっしょにあそんでほしい、ゲームをする時間をふやしてほしい） 

 ・「意見を大切にすること」について答えた子どもが 5.6％ 

  （例：みんなのいけんをきくこと、子どもも他の大人などのように自由にさせてほ

しい） 

・「その他」の意見として「おうちのひとにけんかをしてほしくない」「なにかあっ

てもしつこくきかないでほしい」等の意見があった 
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【調査票】 
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ひとり親家庭の子ども向けイベントにおけるアンケート調査 報告書 

 

１ 実施概要 

（１）目的 

子どもたちが特に大切にしたい権利、権利を守るために大人にしてほしいことなど

をアンケート形式で聞き、子どもの考える「子どもの権利」について把握し、子ども

に関する総合計画策定の参考とするもの。 

（２）実施日・対象者等 

 実施日 イベント内容 対象者 回答数 

① 令和 5年 8月 23 日 ライフプラン講習 小 1～小 3 11 

② 令和 5年 8月 27 日 ライフプラン講習 小 4～小 6 8 

③ 令和 5年 8月 30 日 保育士体験 小 3～中 3 10 

④ 令和 5年 10 月 14 日 親子サッカー教室 小 3～小 6 25 

⑤ 令和 5年 11 月 18 日 野球体験教室 小 1～小 4 25 

計 79 

※ 対象者はいずれも市内在住のひとり親家庭の子ども 
 
２ アンケート項目 

（１）回答者の年齢 

（２）なごや子どもの権利条例を知っているか 

（３）子どもにとって特に大切だと思うこと 

（４）（３）を大切にするために、大人にしてほしいこと 
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３ アンケート結果 

 

（１）年齢 

・回答者の平均年齢は 8.9 歳 

・回答者の多かった年齢は 7～10 歳 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢区分 回答者数

6～7歳 21

8～9歳 33

10～11歳 19

12～14歳 6

計 79
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（２）子どもの権利について 

 ①「なごや子どもの権利条例」を知っているか 

  ・「内容を知っている」と答えた子どもが 3 人（3.8％） 

  ・「名前は知っているが、内容は知らない」と答えた子どもが 17 人(21.5％) 

  ・「知らない」と答えた子どもが 59 人(74.7％) 

 

  

子どもの権利条例の認知度

内容を

知っている

名前は

知っている
知らない 無回答

6～7歳 0 3 18 0 21

8～9歳 1 9 23 0 33

10～11歳 1 3 15 0 19

12～14歳 1 2 3 0 6

計 3 17 59 0 79

計年齢区分
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 ②子どもにとって特に大切だと思うことについて（3つまで選択） 

  ・「病気やケガの時に医者にみてもらえること」を選んだ子どもが 25 人(31.6％) 

  ・「ほっとできる場所があること」を選んだ子どもが 23 人(29.1％) 

  ・「自分の考えを持つこと」を選んだ子どもが 23 人(29.1％) 

                                                                  （n=79） 

【その他の記述】 

 体をたいせつにする／自分のすきなことをすること   など 

 

 

  

回答数 割合

25 31.6%

20 25.3%

23 29.1%

16 20.3%

23 29.1%

8 10.1%

4 5.1%

16 20.3%

17 21.5%

20 25.3%

7 8.9%

15 19.0%

4 5.1%

自分の気持ちや考えをきいてもらうこと

自分の考えが大切にされること

その他

病気やケガをしたら、お医者さんにみてもらえること

たたかれたり、いじめられないこと

ほっとできる場所があること

自分らしさが大切にされること

自分の考えを持つこと

自分のことで人に知られたくないことが守られること

のびのび遊ぶこと

ゆっくり休むこと

興味にあわせて学ぶこと

みんなから認められ、頼りにされること
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③大人にしてほしいことについて 

・「認められること」について答えた子どもが 26.6％ 

   (例：がんばったときはほめてほしい、せいちょうしたねっていってもらいたい) 

・「遊ぶこと」について答えた子どもが 17.7％ 

   (例：もっといっしょにこうやってあそんでほしい、いっぱい遊んでほしい) 

 ・「気持ちをきいてもらうこと」について答えた子どもが 10.1％ 

  （例：自分のきもちやはなしをきちんときいてもらう、ゆっくり話をきいてほし

い） 

・その他の意見として「まちをきれいにしてほしい」「ぜい金をはいしすること」

等の意見があった 
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【調査票】 
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なごっちフレンズワークショップにおけるアンケート調査 報告書 

 

１ 実施概要 

目  的： 

 

子どもたちに悩みや困っていること、解決するために周りの人にしてほし

いこと、相談方法などをアンケート形式で聞き、子どもの悩みとそれぞれ

が望む対応方法について把握し、子どもに関する総合計画策定の参考とす

るもの。 

実施場所： 名古屋市青少年交流プラザ (なごっちフレンズワークショップ) 

実施日時： 令和５年８月 25 日(金) 15 時 30 分頃 

対 象 者： ワークショップに参加した小学 5年～中学 2年の子ども 

回答者数： 12 人 

 
２ アンケート項目 

（１）悩んだり困ったりしていることはあるか 

（２）悩みや困りごとを解決するために、周りの友達や大人にしてほしいこと 

（３）悩みや困りごとを相談しやすい方法 

（４）悩みや困りごとを相談したくない理由 

（５）悩みや困りごとを相談してみようと思うところ 

 

３ アンケート結果 

（０）参加者の年齢 

学年 人数 

小学５年 ３ 

小学６年 ４ 

中学１年 ３ 

中学２年 ２ 

計 １２ 
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（１）悩みや困っていることの相談方法について 

  「今、悩んだり困ったりしていることはありますか。」＜１つ選択＞ 

  ・「悩みや困っていることはない」と答えた子どもが 4 人（33.3％） 

  ・「将来の進路のこと」と答えた子どもが 3 人(25・0％) 

  ・「自分の外見や体型のこと」「友達や先輩など交友関係のこと」と答えた子どもが

それぞれ 1 人(8.3％) 

 

                   

  

人数 割合

0 0.0%

1 8.3%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

1 8.3%

3 25.0%

0 0.0%

4 33.3%

3 25.0%

12 100.0%

親やきょうだいなど家族のこと

友達や先輩など交友関係のこと

将来の進路のこと

その他

悩みや困っていること（１つ）

自分の健康や体調のこと

自分の外見や体型のこと

自分の性格のこと

勉強や運動のこと

悩みや困っていることはない

無効（複数選択）

回答者数
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（２）悩みや困っていることの解決方法について 

  「悩んだり困ったりしていることを解決するために、周りの友達や大人などにして

ほしいこと・こうなってほしと思うことはありますか。」＜自由記述＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）悩みや困っていることの相談方法について 

  「悩みや困っていることがあるとき、あなたはどのような方法が相談しやすいです

か。」＜１つ選択＞ 

  ・「直接会って話す」と答えた子どもが 5 人（41.7％） 

  ・「手紙、はがき」と答えた子どもが 2 人(16.7％) 

  ・「相談したくない」と答えた子どもが 3 人(25.0％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困りごとを解決するため、周りの人にしてほしいこと【自由記述】

周りにやってほしいことはない

人が困っていたら　すぐ気にかけてほしい。

同じことを考えている人といっしょに集まりたい

分からないことを教えてほしい。

（生活）いつものまんまでだいじょうぶです！！

（学校）静かにしてほしい。

特にない。

なし

人数 割合

5 41.7%

0 0.0%

0 0.0%

1 8.3%

2 16.7%

1 8.3%

3 25.0%

12 100.0%

手紙、はがき

悩みや困りごとの相談方法（１つ）

直接会って話す

電話

メール

SNS（LINE、チャットなど）

回答者数

その他

相談したくない
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（４）悩みや困っていること相談しない理由について 

「悩みや困っていることを相談したくない理由は何ですか。」＜すべて選択＞ 

【（３）で「相談したくない」と答えた方】 

  「悩みや困っていることを相談したくない理由は何ですか。」＜すべて選択＞ 

  ・「相談することがはずかしいから」と答えた子どもが 2 人（66.7％） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人数 割合

2 66.7%

0 0.0%

0 0.0%

1 33.3%

1 33.3%

1 33.3%

0 0.0%

0 0.0%

1 33.3%

3 100.0%

その他

回答者数

大ごとにしたくないから

相談することで他の人に広まらないか心配だから

相談できる時間がないから

話してもわかってくれないと思うから

相談相手に迷惑がかかると思うから

相談する必要がないから

誰に相談すればいいか分からないから

相談することがはずかしいから

相談しない理由（すべて）
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  【全員】 

※（３）で「相談したくない」と答えていない子どもも含め、全員が（４）に回

答しているため、参考に集計する。 

   ・「大ごとにしたくないから」と答えた子どもが 4 人（33.3％） 

   ・「相談することがはずかしいから」と答えた子どもが 3 人（25.0％） 

・「話してもわかってくれないと思うから」と答えた子どもが 2 人（16.7％） 

・「相談することで他の人に広まらないか心配だから」と答えた子どもが 2 人

（16.7％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他の記述 

 ・自分で考えた方が良い結論にたどりつけると思うから 

 ・自分で解決したいから 

  

人数 割合

3 25.0%

1 8.3%

2 16.7%

1 8.3%

4 33.3%

2 16.7%

1 8.3%

1 8.3%

2 16.7%

12 100.0%

相談することで他の人に広まらないか心配

だから
相談する必要がないから

誰に相談すればいいか分からないから

その他

回答者数

相談することがはずかしいから

相談できる時間がないから

話してもわかってくれないと思うから

相談相手に迷惑がかかると思うから

大ごとにしたくないから

相談しない理由（すべて）
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（５）悩みや困っていることの相談場所について 

  「悩みや困っていることがあるとき、あなたはどのようなところなら相談してみよ

うと思いますか。」＜自由記述＞ 

   ・「相談内容が他の人に知られない」という内容を答えた子どもが 3 人

（25.0％） 

   ・「自分を知らない人に相談したい」という内容を答えた子どもが 2 人

（16.7％） 

 ・曜日や時間帯を答えた子どもが 2 人（16.7％） 

 
悩みや困っていることの相談場所【自由記述】

学校

兄がうざい

秘密を守ってくれて、土日に行けるところ。

名前とか言わずに相談できるところ

信頼関係が築けるところ

親や友だちに知られないところ

自由（特にない）

特にない。

秘密を守ってくれるところ

何も言わずに聞いてくれるところ

夜に1人で知らん人とちょくせつあってはなしたい
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【調査票】 
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-28-
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 自分自身だけでなく、自分からは意見を発しにくそうな友人等も含めて、どうすれば意見を伝え

やすいかを考えてもらうよう、口頭で補足説明 
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チュウキョ～くんのすこやかフェスタ 2023 

におけるアンケート調査 報告書 

 

１ 実施概要 

目  的： 

 

子育て中の方たちが子育てに対して感じていること等を聞き、子どもに関する総

合計画策定の参考とするもの。 

実施場所： 日本ガイシホール (すこやかフェスタ) 

実施日時： 令和５年 10 月 14 日(土)・15 日(日) 10 時～16 時 

対 象 者： イベント来場者 

回答者数： 800 人 

 
２ アンケート項目 

（１）回答者の居住地（名古屋市内、名古屋市外の別） 

（２）来場した子どもからみた回答者の続柄 

（３）来場した子どもの年齢層 

（４）居住自治体の子育てのしやすさ（10 点満点） 

（５）子育てする上での居住自治体の「いいところ」 

（６）子育てする上での居住自治体の「不満なところ」 

（７）子育てする上での要望・意見 
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３ アンケート結果 

 

（１）居住地 

・回答者のうち、市内在住者は 468 名（58.5％） 

 

  

  

回答者数 割合

名古屋市内 468 58.5%

千種区 19 2.4%

東区 14 1.8%

北区 15 1.9%

西区 22 2.8%

中村区 24 3.0%

中区 13 1.6%

昭和区 23 2.9%

瑞穂区 21 2.6%

熱田区 18 2.3%

中川区 52 6.5%

港区 35 4.4%

南区 63 7.9%

守山区 34 4.3%

緑区 51 6.4%

名東区 11 1.4%

天白 34 4.3%

不明 19 2.4%

名古屋市外 332 41.5%

愛知県 282 35.3%

岐阜県 22 2.8%

三重県 28 3.5%

合計 800 100.0%

居住地
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（２）続柄 

  ・市内居住者のうち「母親」が 354 人（75.6％） 

           「父親」が  90 人（19.2％） 

  ・市外居住者のうち「母親」が 230 人（69.3％) 

           「父親」が  90 人（27.1％） 

 

 

 

（３）来場している子どもの年齢層（複数回答） 

  ・市内居住者のうち「0歳～2歳」の子どもと来場している方が 291 人（62.2％） 

           「3 歳～5歳」の子どもと来場している方が 216 人（46.2％） 

  ・市外居住者のうち「0歳～2歳」の子どもと来場している方が 187 人（56.3％） 

           「3 歳～5歳」の子どもと来場している方が 183 人（55.1％） 

    

 

  

回答者数 割合 回答者数 割合 回答者数 割合

母親 354 75.6% 230 69.3% 584 73.0%

父親 90 19.2% 90 27.1% 180 22.5%

祖母 13 2.8% 10 3.0% 23 2.9%

祖父 3 0.6% 0 0.0% 3 0.4%

その他 8 1.7% 2 0.6% 10 1.3%

合計 468 100.0% 332 100.0% 800 100.0%

市内 市外 計
続柄

回答者数 割合 回答者数 割合 回答者数 割合

0歳～2歳 291 62.2% 187 56.3% 478 59.8%

3歳～5歳（年少～年⾧） 216 46.2% 183 55.1% 399 49.9%

小学校1～3年生 80 17.1% 58 17.5% 138 17.3%

小学校4～6年生 23 4.9% 20 6.0% 43 5.4%

中学生以上 3 0.6% 4 1.2% 7 0.9%

市内 市外 計
年齢層
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（４）子育てしやすさ（10 点満点） 

  ①居住自治体別の評価 

  ・市内居住者の平均点は 7.16 点 

    ・区別で平均点が高いのは①西区 7.95 点、②名東区 7.91 点、③千種区 7.68 点 

          低いのは①瑞穂区 6.57 点、②昭和区 6.70 点、③中川区 6.71 点 

  ・市外居住者の平均点は 6.89 点 

  

平均点

名古屋市内 7.16

千種区 7.56

東区 7.64

北区 7.21

西区 7.95

中村区 7.04

中区 7.62

昭和区 6.70

瑞穂区 6.40

熱田区 6.88

中川区 6.71

港区 7.09

南区 7.00

守山区 7.50

緑区 7.26

名東区 7.91

天白 7.03

名古屋市外 6.89

愛知県 6.91

岐阜県 6.82

三重県 6.79

居住地
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（５）子育てする上での名古屋市の「いいところ」（市内のみ、自由記述） 

  ・「0歳～2歳」「3歳～5歳」の子どもと来場している方の回答で多かったのは 

① 「公園・遊び場」 具体的には「公園が近い」「遊び場がたくさある」な

ど 

② 「経済的支援」 具体的には「医療費助成」「ベビーエールがある」など 

  ・「小学生」の子どもと来場している方の回答で多かったのは 

① 「経済的支援」 具体的には「医療費助成」「ぴよか」など 

 

 【参考】子育てしやすさの平均点が高い自治体での「いいところ」 

  ・「こどもが遊べる施設がある」、「こども未来館で無料で遊べる」など（小牧市） 

  ・「支援、イベントが多い」、「子どもの遊ぶところが多い」など（長久手市） 

  ・「公園が多い」、「公園が綺麗」など（刈谷市） 

 

  

区分 0歳～2歳 3歳～5歳 小学校1～3年生 小学校4～6年生 中学生以上

公園・遊び場 55 38 7 2 1

経済的支援 44 35 12 5 1

支援機関 25 5 2 1 0

交通 10 11 8 1 0

保育・教育 15 8 2 0 0

イベント・行事 8 12 5 0 0

支援制度 8 6 2 0 0

医療 2 6 0 0 0

放課後施策 0 0 4 0 0

その他 81 56 27 10 0

なし 43 39 11 4 1
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（６）子育てする上での名古屋市の「不満なところ」（市内のみ、自由記述） 

  ・いずれの年齢層の子どもと来場している方の回答でも多かったのは 

「公園・遊び場」 具体的には「公園の遊具が少ない」「児童館が遠い」など 

・「0歳～2歳」「3歳～5歳」の子どもと来場している方の回答で多かったのは 

   「保育・教育」 具体的には「希望する保育園に入れない」「休日の預け先が

少ない」など 

   「経済的支援」 具体的には「保育料が高い」「手当の所得制限」など 

 

 

  

区分 0歳～2歳 3歳～5歳 小学校1～3年生 小学校4～6年生 中学生以上

公園・遊び場 38 28 8 3 0

保育・教育 23 21 6 0 0

経済的支援 22 11 1 0 0

支援機関 14 5 1 0 0

交通 12 4 3 1 0

行政手続き 8 2 1 0 0

放課後施策 1 5 3 0 0

情報 5 1 0 0 0

支援制度 4 1 0 0 0

医療 2 2 0 0 0

イベント・行事 2 2 0 0 0

子どもと外出しやすいまちづくり 1 2 0 0 0

労働環境 2 0 0 0 0

その他 51 41 23 5 0

なし 106 91 34 14 3
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（７）子育てする上での名古屋市への要望・意見（市内のみ、自由記述） 

  ・いずれの年齢層の子どもと来場している方の回答でも多かったのは 

「公園・遊び場」 具体的には「小さい子が遊べる施設」「室内の遊び場」「駐

車場のある公園」など 

「経済的支援」 具体的には「子どもに関する手当の充実」「保育料無料」「タ

クシー無料券」「習い事等の助成」など 

 

 

  

  

区分 0歳～2歳 3歳～5歳 小学校1～3年生 小学校4～6年生 中学生以上

公園・遊び場 85 75 20 5 0

経済的支援 37 24 5 2 1

保育・教育 23 12 3 1 0

子どもと外出しやすいまちづくり 11 8 3 0 0

支援機関 11 4 3 2 0

イベント・行事 12 6 1 0 0

オムツ 10 3 0 0 0

放課後施策 1 5 4 0 0

支援制度 5 2 1 0 0

交通 2 2 1 1 0

情報 2 1 0 0 1

労働環境 3 0 1 0 0

医療 0 1 1 0 0

行政手続き 1 0 0 0 0

その他 21 19 7 2 0

なし 67 54 30 10 1
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【調査票】 
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ステップアップルーム等における若者からのヒアリング調査 報告書 

 

１ 実施概要 

目  的： 

 

ニートや引きこもりなど、困難を抱えた若者に対し直接ヒアリングを行

い、次期子どもに関する総合計画における若者施策検討の参考とする。 

実施場所： ① 北部ステップアップルーム   （利用者 7人、事業者 3人） 

② なごや若者サポートステーション（利用者 4人、事業者 1人） 

実施日時： ① 令和 5年 7月 28 日(金)     13：30～15：30 

② 令和 5年 8月 10 日(木)       15：10～16：10 

聴取方法： 市職員が事業実施場所へ出向き、利用者と座談会形式でヒアリングを行っ

た。 

・ヒアリングの流れ 

（１）市職員から自己紹介とヒアリングの趣旨説明。現在策定中の「次期

子どもに関する総合計画」に意見を反映させたい旨を話し、協力依

頼。 

（２）利用者から利用前の生活の様子や利用状況、今後期待する支援など

について聴取。 
 

-53-



 
 

 

２ 意見聴取内容 

 

① 北部ステップアップルーム（以下「北部」） 

自立を目指す若者が集まる場として、電話相談やカウンセリングの実施をはじめ、ステ

ップアップルームを拠点とした若者の自立を促す各種支援を行っている。利用者は若く、

在学中の方や就労経験の無い方が多かった。 

 

当日参加者 

A さん（女性、10 代） 

B さん（女性、10 代）利用歴浅い 

C さん（女性、10 代） 

D さん（男性、20 代）大学院生、一人暮らし 

E さん（女性、10 代） 

F さん（女性、10 代）利用歴浅い 

G さん（男性、10 代） 

 

●ステップアップルームはどういう場所か 

A さん 

  

B さん 

C さん 

D さん 

F さん 

話しやすいし、友達もできることになったからいい所。ここにくるのは楽しい。 

家族みたいな、落ち着くところだからよかったなと思う。 

自分のもう１個の居場所。家以外に居場所がないから、そういう時に頼れる場所。 

家よりも落ち着くところ。 

いろんな人が来る場所。ここではここの自分がいて、家では家の自分がいてみたいな。 

居場所。 

●ステップアップルームをどこで知ったか 

A さん 

 

E さん 

F さん 

B さん 

D さん 

中学校のカウンセリングの人に、学校の近くにあるから行ってみたらどう？と言われた。 

行ってみたら結構話しやすかったから、友達にも教えた。 

PFS（※1）の紹介。 

PFS（※1）の紹介。 

子若センター（※2）の LINE 相談で教えてもらった。 

紹介されて最初は南部ステップアップルームの方に行ったが、職員から北部を勧められ

た。 

（※1）一般社団法人 PFS 協会：北部ステップアップルームの他、家庭訪問型相談支援事

業や学習支援事業などの受託業者 

（※2）名古屋市子ども・若者総合相談センター 
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●ステップアップルームに来る前のイメージは 

A さん 

  

家に引きこもっていて、家にいると自傷しかしないし、母からも行ってみたらと言われ、

あまりどんな場所か分からず行ってみた。 

●ステップアップルームのような場所を自分で調べたことがあるか 

B さん 自分でいろいろ調べて吟味した。 

●ステップアップルームに行くことを決めた理由 

B さん ブログを見て、明るそうなイメージだったから。 

●ステップアップルーム以外の場所へ行ったことはあるか 

A さん 

D さん 

前はデイサービスみたいなところに行っていたが、それきりない。 

金山ブランチは電車とかに広告を出してるから、そっちに行く人が多いのでは。あまりス

テップアップルームの広告は見ない。 

●ステップアップルームを利用して自分が変わったと思うところ 

A さん 

 

B さん 

F さん 

D さん 

 

 

C さん 

事業者 

E さん 

学校で女の子からいじめられていたので女の子が苦手だったが、ここで女友達ができた

し、病んだ時の捌け口ができた。ここ以外の子だとあまり話せないかもしれない。 

ここに来ることに慣れてきた。 

以前から PFS とは関わりがあり来やすい。ため口でいられる。 

北部は代表者がよく変わるが、代表が変わっても人がいれば居場所はできるんだなとい

う、場所に対しての安心感はあるような気がする。自分自身も明るくなったかもしれな

い。 

前は問題児で性格がトゲトゲしていたが、今はそんなに。 

G さんはアルバイトを始めたり、変わったと思う。 

G さんは最初は全然話さなかったが、話すようになった。 

●ステップアップルームでの過ごし方 

D さん 

 

E さん 

F さん 

C さん 

A さん 

事業者 

D さん 

 

プログラムどおり。10時～12 時は各々自由に過ごし、15 時まではプログラム、16 時ま

では遊んだり話したり。 

自由。 

暇している。絵を描いている。 

スマホ。 

たまに喋ったり。 

ボードゲームをしたり、勉強する子もいたり。 

月１でしか来なくなったから何をしたらよいか分からない。様子を伺っている。 

ここにいる人はいろいろな事情を抱えているので、仲良くなるには時間がかかる。いき

なり近づきすぎるとぶつかってしまうから、ちょっとずつ隣にいる時間を増やすという

感じ。 
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●過去の自分にステップアップルームを勧めたいか 

A さん 

G さん 

またカウンセリングの人に言われて通っていると思う。 

半々。分からない。 

●ステップアップルームにこうなってほしいと思うことは 

G さん 

D さん 

 

 

B さん 

広くしてほしい。 

ボードゲームが増えたらいい。 

悩みを抱えている人もいるから、たまにはカウンセラーが来る日があってもいい。専門

家じゃないから逆に話しやすいメリットもあるが。 

午後 4時までじゃなくて 7 時くらいまでやってほしい。 

●ステップアップルームを知ってもらうためには 

B さん 

D さん 

 

 

ネット検索で上の方に出てほしい。 

ユースクエア（名古屋市青少年交流プラザ）みたいにもっとＳＮＳに力を入れる。ブロ

グはそこのサイトを知らないと見ない。Ｘ（旧 Twitter）とかなら流れてくる。でも人

が増えると狭くなるので、予算でこういう場所を増やして、各自家の近いところに行け

ればよいのでは。 

●家の近くでなくてもそこがよければ市内なら行くか 

E さん めんどくさいから遠かったら絶対行かない。電車 30 分とか絶対行かない。 

●歩いてどれくらいの時間だったら行けそうか 

E さん 今の 30 分でも面倒。 

●SNS は何を使うのか 

D さん 今は X（旧 Twitter）より、TikTok の方が盛り上がっている。 

●調べものをする時に SNS を使うか 

D さん 調べる内容による。最新の情報を調べたかったら SNS、公式の情報を調べたかったら

Google とか。 

●中高生に役所の情報を知ってもらうにはどうしたらよいか 

D さん LINE 広報とか。LINE の bot みたいな。QR コードから読み取って LINE 追加すると、毎月

お知らせが来ますとかだったら便利。登録すると定期メールが来るとか。それこそ役所

に張り紙があると分かりやすい。 

●区役所にくる機会はあるか 

D さん 

 

D さん 

マイナンバーの手続きとか。何かしら、何か月に 1回かは行く。区役所の中に、こうい

う場所があってもいいかもしれない。 

図書館とかもいいかもしれない。 
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●近隣の図書館だと学校の同級生が来たりして行きにくい等はあるか 

D さん 学校で居場所のない人たちが行く場所にまた学校の人がいたら、嫌だなと思うかもしれ

ない。 

 

 

② なごや若者サポートステーション（以下「サポステ」 

職業的自立を目指している若者やその保護者に対して、就労を目指した支援を行う施

設。ヒアリングは、支援の一環としてアルバイト中の A さん、プログラム受講後の B さ

ん・Cさん・D さんへの 2回行った。 

当日参加者① 

A さん（男性、30 代） 就業経験なし、令和５年 1月から利用開始。 

職場体験としてアルバイト中 

 

●サポートステーション利用のきっかけ 

まず何をしたらいいかわからなかったので、ハローワークに行った。そこの氷河期世代の相談室

で話を聞いてもらったが、大学を卒業してから就労経験がなかったので、なごサポを勧めてもら

い、通うことになった。 

●サポートステーションに通うまでの経緯 

現在付き合っている人と将来どうしようという話になり、とりあえず行ってみようとハローワー

クに駆け込んだ。 

母親が体調を崩しがちで、長期の入院をしていることもあったため、家のことを任されることも

あった。姉が結婚して家を出たのもあり、家のことは自分がやろうと思い、大学を卒業してから

もずるずると家にいることになった。今思い返すと働く機会は多分あったかと思うが、当時を考

えると、家事をしていたのも一つの選択だったかと思う。 

●焦りや不安はあったか 

不安はすごくある。家から少し出なくなると、他の家の人からどう見えているのかというのが重

荷になってきて、年々、外に出ようという気力も少しずつ失ってきた。買い物などの用事は最小

限で、積極的に出かけようという気にはなりにくくなった。そういう期間が長いと、面接とか、仕

事をするときにどうしたらいいのかも分からなくなってきた。時間が経てば経つほど積み重なる

と感じた。 

●就労支援を行う場所以外にも居場所はあるが、働きたいと思ったのか 

ここに通って思ったことは、きっかけがあれば、ものすごくチャレンジすることもできるし、自

分でもこんなに他人と話せるというのは驚いている。最初のきっかけを自分で切り開くのはすご

いエネルギーがいる。誰かの手が借りられたらと思う。私は付き合っている人の力を借りて外に
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出られたが、誰もが助けを求めていると思う。やはりきっかけ。そこが難しかった。 

●きっかけを得るまでは、自分で調べたり動こうとしたりは考えなかったか 

きっかけを得て動き出すまでは、向こうから来てくれたらと感じていた。他の利用者を見ていて

も、いろいろなタイプの人がいる。自分から一人でふっと動ける人もいるし、誰かから声をかけ

てもらうのを待っている人もいる。私の場合は、話しかけてくれると嬉しかった。 

●利用し始めてからの変化は 

しっかり人の目を見て話せるようになった。どこかやはり後ろめたい気持ちがずっとあった。家

に長い間いると、いらないこと、変なことを考えたりした。外に出るきっかけ、口実があるだけ

で、外に出ても堂々としていられる。ここに行くから、昼間からブラブラしているわけじゃない

のだと。外に出られるというのが変わったことの一つ。 

あとは、周りに目が行くようになった。あの人は今困っているかなと。自分がすごく困っていた

ことがあったので、似たような境遇の人を見かけると、今同じことを考えているのかなとか、こ

ういうことが今不安なのかなと、ちょっと声をかけてみたりとか、そういう気遣いが出来るよう

になった。それぐらい余裕が出たのかなと感じる。 

●いつでも自由に出入りできるフリースペースよりもプログラムや講座のある支援機関が合って

いると感じるか 

私はやっぱり仲間がいること。一緒に取り組むうちに仲良くなった人もいて、その人たちに会い

に行く感覚で来ているところもあった。自由に集まってグループができるのも好きだが、それに

至るまでは時間を組んで、決まった時間にここに来て座っているだけでも、きっと良かったと思

う。人による。場所というのは共通であるといいとは感じる。 

●外に出て、知り合いが増えることは 

心強い。一人で考えることもあるが、同じことを悩んでいるというのは安心というか、そういう

人がいたと知るきっかけになって良かった。 

●家族や身近な方の反応は 

そっと、やれるだけやってごらんみたいな。好きなようにやってみたらいいよという感じ。最終

的には職について、安定した自立できるくらいの生活というのが最終目標なので、まだそこまで

は至っていないが、ゆっくりやっていけばいいよとサポートしてもらっている。 

いつ働くのというようなチクチクしたのはあまりなかった。それに甘えてズルズル来たのもある

が。追い込まれると、やっぱり考えてしまうこともある。そういう環境もよかったのかなと思う。 

きっと昔からいろいろ、こういうことができるというのは持っていたけど、どこかで自信を無く

してしまうとか。学校を出た後に居場所をなくしてしまって、どうしたらいいんだろうと自信を

無くしてしまうと、そのまま眠ったままになってしまうというのがあると思う。こういうところ

に来て、自分はこんなことができたんだと驚くことばかり。成長したというのもあるが、掘り起

こしたみたいな。元々あったものが出てきたというのもあるかと思う。 
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●今後のことは考えられるようになったか 

年齢のことがあるので、これからどうなっていくかまだ分からないが、やはり少し未来に向かっ

て光が見えたというだけで、何とかなるかなという気持ちはある。 

それがない頃は、そういう話は聞きたくもなかったのでシャットダウンしていた。どうするのと

言われたら、もう嫌だと言って、話を聞かなかった。 

●どうするの、という言葉は身近な人からかけられることがあったのか 

多少。追いつめられるほどではなかった。あたたかく見てもらっていた感じ。付き合っている人

とは、将来どうするかという問題があったので、年齢の関係で。子どももいたらいいなという話

もしていたので、そのあたりで今後の話になったりすることもあった。 

●自身の経験を踏まえたり、同じような境遇の方を思ったりする時に、あったらいいと思う支援

や場所、知らせ方などはあるか 

大学卒業して就職してという理想的なルートがある中で、少し外れてしまうことがあったりして、

そういうときにどうしたらいいかというのは課題だと思う。そういう人はやっぱり優しい人が多

かったりして、優しすぎて傷ついてしまう人もいる。就職に向けた支援もいいと思うが、そうい

う傷ついたところをどう埋めたらいいのかと思う。 

●ハローワークに行ったときはインターネットで調べたのか 

まずハローワークがどこにあるかを調べた。働くというとハローワークがぱっと頭に浮かんだ。

それくらいしか知らなかった。 

●付き合っている人との今後の話がきっかけだから、働くということがまずあったということか 

どうしたらいいかというのを誰かに聞こうというのが、まずあった。抱えている問題としては、

職についていないことで将来プランが組みにくいということで、じゃあハローワークだと。 

一番の元は、今この状況をどうしたらいいのかということ。働いていなくて、就労経験もなくて、

年齢もいい年だし、どうしたらいいかというのを聞きたかったのが一番。聞けることは聞いて来

ようと。 

背中を押してもらえたのは運がよかった。支えがなければ、絶対自分一人では動けなかった。本

当に感謝している。まだまだ至っていないので、これからがんばらないといけないが。 
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当日参加者② 

B さん（男性、30 代）  退職後ブランク、令和５年３月末から利用 

C さん（男性、30 代）  就職活動に失敗後ブランク、令和５年５月末から利用 

D さん（女性、30 代） アルバイト先が廃業、仕事・暮らし自立サポートセンターから紹介、

令和４年２月頃から利用 

 

●サポートステーション利用のきっかけ 

B さん 

 

 

C さん 

 

 

D さん 

 

ネットで検索し、ハローワークや民間がやっているような所が出てくる中で、自分はブ

ランク期間が長いのでそれに合う所といったら、ここが１番かなと思う形で、ここに電

話した。ブランク期間が長かったので、「ニートの就職支援」と検索した。 

働こうと思ったが、自分ではどうしようもならなかった。単純に障害者支援を最初に思

いついて、そこから、若者とか今働いていない人たち向けのものはないのかと検索をか

けた時に、ここが引っ掛かった。それで電話をかけさせてもらって、来るようになった。 

サポステより前に、ネットで探した名古屋市暮らし・自立サポートセンター（くらサポ）

に最初相談させてもらっていて、その時はまだ仕事をしていた。くらサポには１年くら

い通っていたが、仕事を退職することになったので、仕事も探せるし対象に合っている

だろうからと、どちらにも通っている臨床心理士の先生からこちらはどうかと紹介され

た。 

●ここに来る前はどのように過ごしていたのか。 

B さん 

 

C さん 

 

 

D さん 

家の中でテレビを見たり、YouTube を見たり。一度新卒で働いていたが合わず、メンタル

的にダメになってしまい、辞めてしまった。 

就活に失敗して、そのままにしていた。また就活を始めようかなと思ったところ。アルバ

イトやどこかに通うこともなく、家のことをやっていた。母親や祖母の調子が悪いので病

院や買い物に連れて行ったりしていた。 

学生時代からアルバイトをずっと続けていたがしんどくなってきて、これ以上同じ条件

だと続けるのは難しいかなと、辞めるか辞めないかをずっとくらサポに相談していたら、

職場がなくなることになった。 

●不安や焦りはあったか 

B さん 多かれ少なかれ感じていた。 

●何かに繋がってみようと思ったきっかけは 

B さん 

 

 

C さん 

漠然とした不安感がずっとあったが、いいかげん踏み出さないとと思った。家族から何か

言われたとかはなく、自分で。おそらく、それまでは「なんとかなる」という気持ちの方

が勝っていたのだと思う。 

単純に親。働くか、出ていくかと親に言われて。親に言われる前からここを知ってはいた

が、来る踏ん切りはつかない状態だった。 
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●サポートステーションでは何をして過ごしているか 

D さん 基本的にはプログラムに参加したり、担当の支援員や臨床心理士の先生と面談したり。 

●利用し始めてからの変化は 

D さん 

 

 

C さん 

 

B さん 

自分ではあまり変わったと感じていない。元々前向きな性格ではないので、これ以上後ろ

向きにならないように、なんとか留まらせるために通っているみたいなイメージ。ゆっく

りペースで変わっていっている感覚。 

積極的に発言できるようになった。元々前向きなタイプの人間ではないのが、ここに来る

ようになって発言だったり行動が少しとれるようになった。 

前向きな思考が持てるようになった。いろんな体験をさせてもらえて、自分にも出来るこ

とが分かるようになって、自信がついた。あとは同じような仲間がいること。自分のこと

を話せて、分かってもらえる仲間がいることは通い続けていられる一つの大きな要因だ

と思う。 

●これからの展望を考えられるようになったか 

B さん 

C さん 

 

 

 

 

D さん 

就職というものが現実味をおびた。真剣に考えるようになった。 

前よりは考えられるようになった。前にハローワークに通っていたが、ハローワークのプ

ログラムは、準備万端でメンタル的にも就活の準備できています、という人が行くとこ

ろ。それ以前の、その準備が出来ていない人が行っても準備不足というか、しっかり就活

に向けての行動が出来ないのではと思う。こっちに来て、就活に向けての気持ちとか、何

をやればいいかだいぶ分かった気がするのでよかったと思う。 

少しずつ話をきいてもらえて軌道修正しながらやれる。次も話を聞くよと言ってもらえ

たり、プログラムをお勧めしてもらったり、続けていったらなんとかなるんじゃないか、

なんとかできるんじゃないかという気持ちは持てるようになった。１対１で話を聞いて

もらえるのが、自分的には気持ちが楽になるところがあった。 

●もっとこういう支援があったらいいと思うことは 

C さん 

 

 

 

B さん 

連絡手段が電話しかないのは、しんどい。ニート気味というか、人と交流をとっていな

い状態だったので、電話をかけること自体が億劫だった。なので、ＬＩＮＥやチャット

みたいな形式で連絡がとれると、だいぶ連絡がとりやすいと思う。最初の一歩が電話の

みなのは、だいぶしんどい。声以外の連絡手段。 

ＬＩＮＥやチャットみたいに、向こうから質問形式で送ってくるのに答える感じでやり

とりできると。 

どうしようもないとは思うが、建物の１階は子どもの出入りが多く、外の音が入ってき

てガヤガヤして気になる。音声を聞く講義なので集中がとぎれそうになることはある。

子どもがいるところを通ってくることは平気。 

●電話というのは、相手が人だからしんどいのか、時間帯等か 

C さん 人に電話をかけるのがダメだった。 
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●電話の相手が AI だったらどうか 

C さん 

 

B さん 

 

C さん 

人によると思う。自分は AI だったら大丈夫かと。そもそも電話自体が、電話をかける

行為自体が嫌って人もいると思う。 

どういうことを聞かれるのか、話せばいいのか、電話をかける前に、やっぱりどこか負

い目があるので、考える。つまってしまったらどうしようとか。 

慣れた人になら大丈夫。 

●ネット以外で、こういう風に知らせてくれたらいいのに、と思うこと 

B さん 

C さん 

情報を捕まえようと思うとスマホ。ネットで検索した時に引っかかってくれるといいか

なという感じ。 

●広報なごやや、市の X（旧 Twitter）等は見ているか 

B さん 

C さん 

 

B さん 

 

C さん 

 

 

B さん 

 

広報なごやは他の広告にまぎれてしまって見ない。 

ポストに他のものが一緒に入っていると、まあいいやと一緒に捨ててしまう。市の X

（旧 Twitter）もフォローしていないし見ていない。 

駅のポスターとかなら目につくかも。役所に行く機会もないし。自分で思いたたないと

検索もしない。何か、ふとしたきっかけで目につくものがいい。 

おそらくハローワークの方に、こっちのことも載っている？「働く」ということで最初

に出てくるのはハローワークだと思うが、こういう支援をやっているところもある、と

いうところまでいくだろうか。 

ハローワークに行って、ここを紹介される人も何人かいる。検索するにも、そもそもこ

ういうところがあると知らないと、検索しない。 
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３ ヒアリング結果の考察 

（１） 事業の利用満足度が高い 

北部ステップアップルーム、なごや若者サポートステーションともに、事業を利用することで、

同じ悩みを抱えた仲間・相談できる職員と出会い、自分は 1 人ではないと安心できる居場所にな

っていると感じている方が多かった。 

サポステでは、仲間や職員の存在に加え、就労に向けた様々な講座を通して、自分にも出来る

ことが分かり、将来に前向きな思考を持てるようになったという意見もあった。 

精神面・生活面が安定し、自立に向けた意欲の向上がみられるなど、施策の効果が認められた。 

 

（２） 事業の認知度が弱いため、より効果的な広報が必要 

  在学中であれば学校等から事業を紹介されるケースも多いが、学校卒業後の若者は周りからア

プローチを受ける機会が減ってしまう。ご意見にあったように、駅のポスターや、ＬＩＮＥ等で

自動に情報が流れてくる等、自然に情報が目に入って、何かしらきっかけに繋がるような仕組み

があるとよい。また、高校・大学時代の事業周知がしっかりあれば、より早く動けるかもしれな

い。 

さらに多かった意見として、インターネットで検索した際に、すぐに情報が出てきてほしい、

というものがある。特にサポステのヒアリングでは、まずハローワークを調べていく中で、サポ

ステに行き着いた方が多かった。ハローワークとの連携と併せて、事業の特性（ハローワークと

の違い等）をアピールした情報発信が有効ではないかと考える。 

 

（３） 困難に配慮した利用のしやすさの整備 

サポステでのヒアリングの中で、連絡手段が電話しかないのはしんどい、というご意見があっ

た。人と交流をもってこなかった中で、知らない相手に電話をかけるということは、かなり負担

感が大きい。いろいろな来所予約等がインターネット上で出来る時代であるので、特に最初の第

一歩は、同じように電話以外の手段での連絡手段の検討が必要と考える。 

また、通いやすいよう立地等に関してもご意見があった。外に出ること自体を億劫に感じる人

や、公共交通機関の利用に不安を感じる方も多いと思われるなか、施設の設置場所については、

十分な検討が必要である。 
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令和５年度 

名古屋市子ども・若者・子育て家庭 

意識・生活実態調査報告書（概要） 

 

令和 6年 3月 

名 古 屋 市 

 

 

１ 調査目的 

 令和 6年度に策定予定のなごや子どもの権利条例第 20 条の規定による「子どもに関する総合

計画」及び子ども・子育て支援法第 61 条の規定による「市町村子ども・子育て支援事業計画」

策定の基礎資料とするため、子ども・若者・子育て家庭の意識・生活実態・ニーズ等を調査す

る。 

 

２ 調査対象  

名古屋市内に居住する者のうち、次の年齢に該当する者等を住民基本台帳から無作為に抽出

し、調査対象とした。 

①  子育て家庭   

ア）０歳～５歳の子どもの属する世帯（就学前保護者）  １２，０００世帯 

イ）６歳～１７歳の子どもの属する世帯（就学後保護者） １２，０００世帯 

②  子ども １０歳～１７歳の子ども        ８，０００人 

①のイ）のうち、子どもが１０歳以上の世帯について子どもも調査対象とした。 

③ 若者 １８歳～３９歳         １０，０００人 

 

３ 調査方法  

調査票を郵送で配布し、郵送またはオンラインによる回答を対象者が選択。 

 

４ 調査期間  

令和５年７月３日から７月２４日 

 

５ 回収結果 

区分 調査対象数 回収数 回収率（％） 

就学前保護者 12,000 3,596 30.0 

就学後保護者 12,000 3,017 25.1 

子ども 8,000 1,516 19.0 

若者 10,000 1,951 19.5 

合計 42,000 10,080 24.0 
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Ⅰ 子ども調査 

 

■あなた「専用」のものを持っていますか。（複数回答） 

◇ 全体では、「勉強に必要な道具・参考書」が 83.7％で最も多く、次いで「自転車」が

76.7％、「スマートフォン、携帯電話」が 68.1％となっている。 

◇ 「勉強に必要な道具・参考書」は、小学生、中学生、高校生のいずれも同様に、80％

以上と高い割合がみられる。 

◇ 「勉強に必要な道具・参考書」以外で割合が高いのは、小学生の場合は「自転車」、

中学生、高校生の場合は「スマートフォン、携帯電話」である。  

 

 

自分専用の持ち物について 【問 11】 

個室（アパート・下宿を
含みます）

テレビ

タブレット、パソコン

音楽プレーヤー

ゲーム機

スマートフォン、
携帯電話

スポーツ用品
（グローブ、ボールなど）

自転車

勉強に必要な道具・
参考書

この中にあてはまる
ものはない

わからない

無回答

40.0

5.2

36.5

13.7

44.1

68.1

51.0

76.7

83.7

0.4

0.5

5.3

30.8

4.8

34.8

6.6

46.6

49.3

55.2

82.1

81.0

0.5

0.7

4.1

41.8

4.7

31.5

14.4

43.8

73.4

48.2

72.8

81.9

0.5

0.3

6.9

53.7

7.9

50.8

24.6

43.5

92.1

47.7

75.1

90.7

0.0

0.3

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,516) 小学生(N=442) 中学生(N=591) 高校生(N=354)

1



 

 
■学校の授業以外で、タブレット、パソコンやスマートフォン、携帯電話などでインタ

ーネットを１日どのくらい使いますか。（１つ） 

◇ 全体では、「2時間～2 時間 59 分」が 19.4％で最も多く、次いで「1時間～1時間 59

分」が 19.3％、「3時間～3時間 59 分」が 16.9％となっている。 

◇ 高校生になるにつれて、2 時間未満の割合は低くなっているが、2 時間以上の割合は

高くなっている。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

7.5

13.3

3.4

0.3

11.3

17.6

8.1

3.1

19.3

22.4

22.0

13.6

19.4

15.6

22.2

22.6

16.9

11.3

19.5

23.4

8.9

7.0

9.5

12.1

13.9

8.8

13.4

24.0

2.4

3.8

1.7

0.8

0.5

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0分～29分 30分～59分 1時間～1時間59分 2時間～2時間59分 3時間～3時間59分

4時間～4時間59分 5時間以上 使わない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットの使用時間について 【問 12】 
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■あなたの家庭の「経済的な生活レベル」について、あなたはどう思いますか。（１つ） 

◇ 全体では、「まあまあ豊かだ」が 41.1％で最も多く、次いで「かなり豊かだ」が 25.5％

であり、66.6％は豊かだと回答している。 

◇ 小学生の場合、豊かだと感じている割合は 72.4％であるが、高校生になるにつれて

その割合が低下し 61.8％となる。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

25.5

33.0

21.8

20.3

41.1

39.4

42.1

41.5

24.7

22.9

26.1

27.1

5.1

2.5

5.6

7.9

1.1

1.4

2.0

2.4

2.3

3.0

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

かなり豊かだ まあまあ豊かだ どちらとも言えない やや苦しい かなり苦しい 無回答

 
 

 

■いま通っている学校での生活は楽しいですか。（各１つ） 

◇ 全体において、「楽しい」と回答している項目は、「友だちとの関係」が 69.9％と最

も高く、次いで「部活動・クラブ活動」が 56.1％、「学校生活全体」が 47.9％である。 

◇ 全体において、「楽しくない」と回答している項目は、「学校の授業」が 5.6％と最も

高く、次いで「部活動・クラブ活動」が 4.9％である。 

◇ 長期間学校を休んでいる子どもの割合は全体で 1.5％である。 

 

【学校に通っているか】 

経済的な生活レベルについて 【問 14】 

通っている学校について 【問 21】 

N=

ア．学校の授業 1,480

イ．部活動・クラブ活動 1,480

ウ．友だちとの関係 1,480

エ．先生との関係 1,480

オ．学校生活全体 1,480

39.8

56.1

69.9

40.3

47.9

41.7

27.1

24.3

41.1

37.3

11.8

5.8

2.7

12.3

6.5

5.6

4.9

1.8
4.7

3.5

1.1

6.1

1.4

1.6

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

楽しい まあ楽しい あまり楽しくない 楽しくない 無回答

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

97.6

97.7

97.1

98.3

1.5

0.9
2.5

0.8

0.2

0.6

0.7

1.4

0.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア～オ．学校に通っている カ．学校を長期間休んでいる キ．学校に通っていない（中学卒業後、働いているなど） 無回答
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■悩みや困ったことがあるときに相談する人はだれですか。（複数回答） 

◇ 全体では、「お母さん」が 70.3％で最も多く、次いで「友だち」が 59.1％、「お父さ

ん」が 38.5％、「担任の先生」が 26.9％、「きょうだい」が 18.7％となっている。 

◇ 「お父さん」「お母さん」に相談する割合は、ともに小学生が最も高い。 

お父さん

お母さん

きょうだい

おじいさん・おばあさん

学校の先輩

友だち

担任の先生

担任以外の学校の先生

学校のカウンセラーや

ソーシャルワーカー

部活動・クラブ活動の

先生やコーチ

習い事や塾の先生

電話相談

インターネットや

ソーシャルネットワーク

サービスでの相談

そのほか

わからない

誰にも相談しない

無回答

38.5

70.3

18.7

12.0

6.6

59.1

26.9

10.2

11.1

5.0

7.1

1.3

2.6

1.9

4.2

8.0

0.9

43.0

74.7

19.7

15.6

2.5

55.0

35.1

7.9

15.2

3.2

6.1

2.3

1.6

2.0

4.5

7.9

0.7

38.6

65.8

18.8

11.5

5.9

61.4

23.9

12.4

10.0

5.6

9.1

0.8

3.0

2.4

5.2

8.6

0.5

29.9

68.6

20.1

7.6

13.3

64.7

18.4

10.2

4.0

7.1

6.2

1.1

3.4

1.1

2.8

9.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全体(N=1,516) 小学生(N=442) 中学生(N=591) 高校生(N=354)

 

 

 

悩みの相談相手について 【問 27】 
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■ 自分のことが好きですか。（１つ） 

◇ 全体では、「どちらかといえば好き」が 46.2％、「好き」が 29.4％となっている。 

◇ 高校生になるにつれて「どちらかといえば嫌い」「嫌い」の割合が高くなる。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

29.4

35.1

26.2

24.6

46.2

45.7

47.4

46.0

16.4

12.7

18.3

20.6

7.0

6.1

7.8

8.2

1.0

0.5

0.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

好き どちらかと言えば好き どちらかと言えば嫌い 嫌い 無回答

 

 

 

 

■今の生活に満足していますか。（１つ） 

◇ 全体では、「満足している」が 49.7％、「どちらかと言えば満足している」が 34.0％

である。 

◇ 高校生になるにつれて、「満足している」の割合が低くなる。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

49.7

58.4

47.0

39.0

34.0

30.1

36.0

39.3

8.8

5.2

9.1

14.1

6.2

5.7

6.8

6.8

1.3

0.7

1.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足している どちらかと言えば満足している どちらかと言えば満足していない 満足していない 無回答

 

 

 

自分のことが好きかについて 【問 32】 

今の生活の満足感について 【問 34】 
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■あなたが 40 歳くらいになったとき、次のような状態になっていると思いますか。 

（複数回答） 

◇ 全体では、「幸せになっている」が 61.9％で最も多く、次いで「一生懸命に仕事をし

ている」が 55.9％、「親を大切にしている」が 47.4％、「子どもを育てている」が 45.6％

となっている。 

◇ 「一生懸命に仕事をしている」の割合は、学校種別でほとんど差はなく、いずれも

55％前後となっている。 

幸せになっている

親を大切にしている

子どもを育てている

自由にのんびり

暮らしている

一生懸命に仕事を
している

多くの人の役に
立っている

お金持ちになっている

有名になっている

世界で活躍している

あてはまるものはない

無回答

61.9

47.4

45.6

40.0

55.9

30.6

17.3

12.9

9.6

6.4

1.1

67.9

52.0

51.4

41.4

56.3

33.7

19.2

18.6

12.9

5.0

0.7

63.5

46.4

41.5

44.3

54.0

29.9

16.2

11.3

8.1

6.1

0.5

52.3

42.1

42.9

36.4

55.4

27.1

16.1

6.8

7.3

10.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全体(N=1,516) 小学生(N=442) 中学生(N=591) 高校生(N=354)

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 歳になったときの状態について 【問 43】 
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■なごや子どもの権利条例を知っていますか。（１つ） 

◇ 「知らない」が 64.7％と全体の 6割以上を占める。 

◇  小学生の「内容を知っている」割合が 4.3％で、高校生になるにつれて高くなる。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

5.3

4.3

6.1

6.5

28.9

30.8

29.4

28.2

64.7

64.5

64.1

64.7

1.1

0.5

0.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容を知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なごや子どもの権利条例を知っているかについて 【問 45】 
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Ⅱ 若者調査 

 

■現在、あなたは親から経済的に独立していますか。（１つ） 

◇ 全体では、「現在独立している」が 77.7％と最も多く、次いで「独立していない」が

20.1％となっている。 

N=

全体 1,951

20歳以下 158

21～25歳 325

26～30歳 528

31～35歳 603

36歳以上 327

77.7

8.2

58.2

87.1

89.7

94.2

1.8

1.8

1.9
2.2

1.5

20.1

91.1

39.7

10.4

8.0

4.3

0.4

0.6

0.3

0.6

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在独立している 独立していた時期があった（現在は独立していない） 独立していない 無回答

 
 

 

■経済的に独立するために、あなたが必要だと思う支援は何ですか。（複数回答） 

◇ 「仕事に役立つ技能・資格を身につけるための支援」が 36.2％と最も多く、次いで

「資格取得のための経済的支援」が 30.6％となっている。 

就職先を紹介する支援

仕事に役立つ技能・資格を身に

つけるための支援

就職ができるまで指導、

アドバイスする支援

簡易な仕事などの就労体験の

場の提供

カウンセリングなどの相談支援

就労支援をしている機関の
情報提供

進学のための給付型奨学金

資格取得のための経済的支援

その他

特に必要ない

わからない

無回答

31.3

36.2

27.3

17.5

18.5

18.9

25.2

30.6

9.3

14.3

9.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

(N=428)  

 

あなたの経済状況について 【問 2】 

経済的に独立するのに必要な支援について 【問 4】 
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■将来、結婚（再婚）したいですか。（１つ） 

◇ 全体では、「結婚（再婚）したい」が 50.5％と最も多い。 

 

 

 

■結婚について不安に感じていることはありますか。（複数回答） 

◇ 「適当な相手にめぐり会わない」が 41.9％と最も多く、次いで「自分の時間を失い

たくない」が 41.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚願望の有無について 【問 15】 

結婚に対する不安について 【問 16】 

N=

全体 895

20歳以下 74

21～25歳 107

26～30歳 93

31～35歳 64

36歳以上 34

20歳以下 75

21～25歳 160

26～30歳 131

31～35歳 95

36歳以上 42

15.9

12.2

12.1

20.4

23.4

11.8

12.0

7.5

16.8

22.1

28.6

33.3

37.8

29.9

24.7

25.0

47.1

29.3

31.9

30.5

45.3

38.1

50.5

45.9

57.9

54.8

51.6

41.2

58.7

60.6

52.7

32.6

33.3

0.3

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚（再婚）したいとは思わない どちらともいえない 結婚（再婚）したい 無回答

男
性

女
性

まだ若すぎる

姓を変えるのに抵抗がある

自分の時間を失いたくない

雇用が安定していない

異性とうまく付き合えない・恋愛がめんどう

適当な相手にめぐり会わない

結婚後の新居となる適当な住宅が見つからない

結婚資金が足りない

結婚後の生活資金が足りないと思う

仕事（学業）との両立が難しい

親戚づきあいや結婚後の夫婦関係など結婚後

の生活に（経済的なもの以外で）不安がある

その他

不安はない

無回答

16.1

7.9

41.0

15.4

35.3

41.9

4.4

28.6

37.4

17.9

27.2

5.6

7.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

(N=895)

9



 

 

■将来、子どもが欲しいですか。すでにお子さんがいる方も、もっと子どもが欲しい、

という方は「子どもが欲しい」を選んでください。（１つ） 

◇ 全体では、「子どもが欲しい」が 49.5％と最も多い。 

N=

全体 1,951

20歳以下 74

21～25歳 121

26～30歳 178

31～35歳 219

36歳以上 121

20歳以下 78

21～25歳 202

26～30歳 348

31～35歳 381

36歳以上 204

20.3

17.6

16.5

13.5

22.4

31.4

20.5

13.9

11.8

26.0

29.4

26.8

37.8

26.4

21.9

26.9

34.7

26.9

24.3

21.8

26.0

33.8

49.5

44.6

57.0

63.5

47.9

29.8

51.3

60.4

61.8

44.1

28.9

3.4

1.1

2.7

4.1

1.3

1.5

4.6

3.9

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもが欲しいとは思わない どちらともいえない 子どもが欲しい 無回答

男
性

女
性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが欲しいかについて 【問 18】 
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■子どもが欲しいとは思わない理由またはどちらともいえない理由は何ですか。 

（複数回答） 

◇ 「経済的に不安がある」が 55.2％と最も多く、次いで「仕事と子育ての両立に不安

がある」が 37.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが欲しいと思わない理由について 【問 19】 

近所に子育てを手伝ってくれる人がいない

家族の理解・協力が得られない

仕事を優先したい

現在の生活スタイルを変えたくない

子どもがのびのび育つ環境ではない

子どもが苦手

子どもがいる生活が想像できない

経済的に不安がある

家が狭い

仕事と子育ての両立に不安がある

保育所に入ることができるかどうか不安が
ある

健康に不安がある

年齢が高い

すでに希望する人数の子どもがいる

その他

無回答

11.1

3.0

9.7

28.7

16.3

14.9

26.5

55.2

12.6

37.4

10.3

9.1

13.6

24.7

9.8

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(N=920)
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■少子化対策として、あなたが特に必要だと思う支援は何ですか。（５つまで回答） 

◇ 「子育て世帯への手当・補助金の拡充」が 56.6％と最も多く、次いで「賃金の増加

や正規雇用など安定して働くための支援」が 47.8％となっている。 

賃金の増加や正規雇用など安定して

働くための支援

新居への引っ越しや結婚式の費用など、結婚

するときの経済的負担の軽減

妊娠・出産にかかる手当・補助金の拡充

不妊治療への経済的負担の軽減

子育て世帯への手当・補助金の拡充

幼稚園や保育所にかかる費用の負担軽減

小学校・中学校・高校の教育費の負担軽減

大学・専門学校等の高等教育費の負担軽減

残業時間の縮減やテレワーク勤務など、

時間的・場所的に柔軟な働き方の推進

育児休業など、仕事と子育ての両立支援制度

の取得促進

出産・育児休業からの復帰支援

男女でともに子育てに取り組むための、性別に

よらない家事・子育てへの主体的な参加促進

若者同士の交流機会やコミュニケーションスキ

ル講座など、出会い・交流の支援

不妊治療に取り組みやすい、社会や職場の

理解の促進

子育て世帯の公営住宅の優先入居や

リフォーム費用の補助など、住宅の支援

夜間保育、休日保育、一時保育など、多様な

保育サービスの拡充

トワイライトスクール・ルームや学童保育など、

小学生が放課後に安心・安全に過ごせる

場所の充実

その他

特に必要ない

無回答

47.8

11.8

47.6

20.0

56.6

30.7

34.1

32.9

24.7

23.7

12.7

15.9

5.0

6.0

5.3

16.0

14.9

5.2

1.6

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(N=1,951)  

 

 

 

 

 

 

 

少子化対策として必要な支援について 【問 20】 
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■５年後の自分をどのようにイメージしていますか。（複数回答） 

◇ 「子どもを育てている」が 50.5％と最も多く、次いで「一生懸命、仕事をしている」

が 50.2％、「幸せな状態である」が 46.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あなたにとって、居場所（ほっとできる場所、居心地のよい場所）はありますか。 

（１つ） 

◇ 全体では、「ある」が 93.9％、「ない」が 4.9％となっている。 

N=

1,951 93.9 4.9 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 無回答

 

 

 

幸せな状態である

親を大切にしている

子どもを育てている

自由にのんびり暮らしている

一生懸命、仕事をしている

多くの人の役に立っている

今より経済的に豊かになっている

今より社会的地位が高くなっている

世界で活躍している

この中にあてはまるものはない

無回答

46.1

32.0

50.5

20.9

50.2

13.0

30.7

11.9

2.9

9.8

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(N=1,951)

５年後の自分のイメージについて【問 48】 

居場所について 【問 52】 
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Ⅲ 子育て家庭調査 

 

■子育てについて、あなたのお住まいの地域にあてはまるものを選んでください。 

（複数回答） 

◇ 全体では、「同じくらいの年齢の子どもを育てている友だちがいる」が 60.6％と最も

多く、次いで「年齢の違う子が一緒になって遊ぶことができると感じる」が 32.3％、

「子育てについて気軽に相談できる人がいる」が 27.1％となっている。 

◇ 「同じくらいの年齢の子どもを育てている友だちがいる」では、就学後の親の割合が

いずれも 7割以上である。 

同じくらいの年齢の子どもを

育てている友だちがいる

年齢の違う子が一緒になって

遊ぶことができると感じる

子育てについて気軽に

相談できる人がいる

困った時に気軽に子どもを

預かってくれる知人がいる

子どもが参加できる行事が

たくさん行われている

地域の人が子育てを温かく

見守ってくれていると感じる

その他

  無回答

60.6

32.3

27.1

12.4

17.0

26.7

6.7

10.4

42.4

22.0

25.0

6.8

14.6

28.5

9.2

14.2

55.6

33.3

24.7

10.1

14.7

27.8

7.3

12.3

73.9

44.0

32.3

17.7

23.1

26.7

4.5

5.5

76.5

27.4

27.8

16.7

15.6

26.2

4.7

7.5

70.7

22.4

27.0

14.5

15.3

19.8

5.3

10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全 体（N＝6,613） 3歳未満の親（N＝1,462） 3歳以上の親（N＝1,989）

小学生の親（N＝1,651） 中学生の親（N＝665） 高校生の親（N＝393）

 
 

 

 

 

 

 

 

地域の子育ての状況について 【問６】 
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■あなたは、｢なごや子どもの権利条例｣を知っていますか。（１つ） 

◇ 全体では、「条例があることを知らない」が 52.6％と最も多く、次いで「条例がある

ことは知っているが、内容はあまり知らない」が 27.4％、「条例があることは知って

いるが、内容はまったく知らない」が 16.5％、「内容についてもよく知っている」が

3.2％である。 

◇ 子どもが就学前の親の過半数は、条例があることを認知していない。 

 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

3.2

2.7

4.2

3.1

2.1

2.0

27.4

20.9

25.7

31.6

32.3

31.0

16.5

16.4

15.8

17.2

17.6

19.6

52.6

59.9

54.2

47.8

47.2

47.3

0.3

0.1

0.3

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容についてもよく知っている 条例があることは知っているが、内容はあまり知らない

条例があることは知っているが、内容はまったく知らない 条例があることを知らない

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なごや子どもの権利条例について 【就学前 問8・就学後 問9】 
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■名古屋市の子ども・子育て支援への取り組みについてあてはまるものを選んでくださ

い。 

 

（１）期待の有無 

◇ 子どもが就学前・就学後の親がともに「期待する」の割合が最も高いのは、「医療費

助成や子育てにかかる各種サービスの費用の軽減など、経済的な支援の充実」である。 

◇ 子どもが就学前の親が「期待しない」の割合が最も高いのは、「労働時間の短縮、育

児休業や介護休暇制度など家庭生活と両立する職場環境の整備」である。子どもが就

学後の親は「男女でともに子育てに参加することについての意識啓発」である。 

 

 

＜就学前＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市の子育て支援の取り組みについて【就学前 問10・就学後 問11】 

N=

ア．労働時間の短縮、育児休業や介護
休暇制度など家庭生活と両立する職場
環境の整備

3,596

イ．多様な保育サービスの充実や、放課
後児童に対する施策の充実

3,596

ウ．安心して出産や子育てができる医療
サービスの充実

3,596

エ．授乳やおむつ替えの場所など、子ど
もとともに外出がしやすいまちの整備

3,596

オ．子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

3,596

カ．住宅や遊び場・公園の整備など、子
育てしやすいまちづくり

3,596

キ．すべての子どもの可能性を引き出
し、未来をつくる力を生み出す学びの実
現

3,596

ク．遊び・スポーツ・文化活動など、豊か
な人間性をつくる学校外活動の充実

3,596

ケ．医療費助成や子育てにかかる各種
サービスの費用の軽減など、経済的な支
援の充実

3,596

コ．男女でともに子育てに参加することに
ついての意識啓発

3,596

サ．一人ひとりが大切にされ、安全に活
動でき、安心して育つ場、学ぶ場の環境
整備

3,596

シ．各種子ども・子育て支援施策の周
知・広報

3,596

74.6

82.4

83.8

85.1

65.5

87.9

77.3

75.0

89.1

68.0

84.1

70.0

15.2

12.2

12.2

11.5

27.9

8.5

17.1

19.8

6.3

22.4

12.4

25.3

9.5

4.6

3.1

2.6

5.7

3.0

4.9

4.4

4.0

8.6

2.9

4.2

0.6

0.7

0.8

0.9

0.8

0.6

0.7

0.8

0.6

0.9

0.6

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待する どちらでもない 期待しない 無回答
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＜就学後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=

ア．労働時間の短縮、育児休業や介護
休暇制度など家庭生活と両立する職場
環境の整備

3,017

イ．多様な保育サービスの充実や、放課
後児童に対する施策の充実

3,017

ウ．安心して出産や子育てができる医療
サービスの充実

3,017

エ．子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

3,017

オ．住宅や遊び場・公園の整備など、子
育てしやすいまちづくり

3,017

カ．すべての子どもの可能性を引き出
し、未来をつくる力を生み出す学びの実
現

3,017

キ．遊び・スポーツ・文化活動など、豊か
な人間性をつくる学校外活動の充実

3,017

ク．医療費助成や子育てにかかる各種
サービスの費用の軽減など、経済的な支
援の充実

3,017

ケ．男女でともに子育てに参加すること
についての意識啓発

3,017

コ．一人ひとりが大切にされ、安全に活
動でき、安心して育つ場、学ぶ場の環境
整備

3,017

サ．各種子ども・子育て支援施策の周
知・広報

3,017

64.9

67.1

76.8

58.7

78.6

74.3

72.3

86.6

58.2

78.6

62.1

23.5

25.2

17.6

32.9

15.2

18.0

21.0

9.1

30.1

16.3

32.2

10.6

6.7

4.4

7.4

5.1

6.7

5.8

3.3

10.7

4.1

4.9

1.0

1.0

1.1

1.1

1.1

0.9

0.9

1.0

0.9

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待する どちらでもない 期待しない 無回答
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（２）現状の満足度 

◇ 子どもが就学前・就学後の親がともに「満足する」の割合が最も高いのは、「安心し

て出産や子育てができる医療サービスの充実」である。 

◇ 子どもが就学前・就学後の親がともに「満足しない」の割合が最も高いのは、「労働

時間の短縮、育児休業や介護休暇制度など家庭生活と両立する職場環境の整備」であ

る。 

 

＜就学前＞ 

N=

ア．労働時間の短縮、育児休業や介護
休暇制度など家庭生活と両立する職場
環境の整備

3,596

イ．多様な保育サービスの充実や、放課
後児童に対する施策の充実

3,596

ウ．安心して出産や子育てができる医療
サービスの充実

3,596

エ．授乳やおむつ替えの場所など、子ど
もとともに外出がしやすいまちの整備

3,596

オ．子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

3,596

カ．住宅や遊び場・公園の整備など、子
育てしやすいまちづくり

3,596

キ．すべての子どもの可能性を引き出
し、未来をつくる力を生み出す学びの実
現

3,596

ク．遊び・スポーツ・文化活動など、豊か
な人間性をつくる学校外活動の充実

3,596

ケ．医療費助成や子育てにかかる各種
サービスの費用の軽減など、経済的な支
援の充実

3,596

コ．男女でともに子育てに参加することに
ついての意識啓発

3,596

サ．一人ひとりが大切にされ、安全に活
動でき、安心して育つ場、学ぶ場の環境
整備

3,596

シ．各種子ども・子育て支援施策の周
知・広報

3,596

10.7

12.3

37.4

27.7

20.9

25.2

5.2

6.3

31.2

8.6

12.1

12.8

42.2

51.0

42.5

42.6

60.0

40.2

64.1

68.4

30.5

50.9

65.6

61.3

46.3

35.8

19.4

29.0

18.0

33.9

29.8

24.5

37.5

39.5

21.6

25.3

0.8

0.9

0.8

0.7

1.1

0.8

0.9

0.8

0.8

0.9

0.7

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足する どちらでもない 満足しない 無回答
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＜就学後＞ 

N=

ア．労働時間の短縮、育児休業や介護
休暇制度など家庭生活と両立する職場
環境の整備

3,017

イ．多様な保育サービスの充実や、放課
後児童に対する施策の充実

3,017

ウ．安心して出産や子育てができる医療
サービスの充実

3,017

エ．子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

3,017

オ．住宅や遊び場・公園の整備など、子
育てしやすいまちづくり

3,017

カ．すべての子どもの可能性を引き出
し、未来をつくる力を生み出す学びの実
現

3,017

キ．遊び・スポーツ・文化活動など、豊か
な人間性をつくる学校外活動の充実

3,017

ク．医療費助成や子育てにかかる各種
サービスの費用の軽減など、経済的な支
援の充実

3,017

ケ．男女でともに子育てに参加すること
についての意識啓発

3,017

コ．一人ひとりが大切にされ、安全に活
動でき、安心して育つ場、学ぶ場の環境
整備

3,017

サ．各種子ども・子育て支援施策の周
知・広報

3,017

10.0

20.6

37.9

17.6

24.6

6.0

11.2

36.3

7.4

12.6

11.5

51.1

50.2

46.7

65.3

45.3

56.6

55.2

34.4

55.6

62.9

66.3

38.0

28.2

14.3

15.8

29.1

36.2

32.6

28.4

36.1

23.6

21.4

0.9

1.0

1.1

1.4

1.0

1.1

1.0

0.9

1.0

0.9

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足する どちらでもない 満足しない 無回答
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■父親の就労状況について、あてはまるものを選んでください。（１つ） 

■母親の就労状況について、あてはまるものを選んでください。（１つ） 

◇ 父親の就労状況では、「就労している」が 93.7％である。 

◇ 母親の就労状況では、「就労している」が 65.0％である。 

 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

93.7

95.6

95.8

93.5

91.1

86.5

0.5

1.5

0.6

0.1

0.2

0.8

0.3

0.8

0.9

1.5

1.3

0.1

0.1

0.1

0.3

4.8

2.4

2.9

5.4

6.9

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就労している 就労しているが育休・介護休業中 以前は就労していたが現在は就労していない

これまで就労したことがない 無回答

 

 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

65.0

43.9

62.6

75.7

79.5

78.9

10.3

29.9

9.4

2.0

0.2

0.3

22.8

25.5

26.5

20.5

17.6

16.8

1.3

0.6

1.3

1.3

1.8

2.0

0.7

0.1

0.3

0.5

0.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就労している 就労しているが育休・介護休業中 以前は就労していたが現在は就労していない

これまで就労したことがない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親の就労状況について 【就学前 問11・問18】【就学後 問12・問19】 

＜父親＞ 

＜母親＞ 
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■母親は、出産前後（それぞれ１年以内）に仕事をやめたり、転職をしましたか。（１つ） 

◇  全体では、「転職をせず継続的に働いた」が 44.1％と最も多く、次いで、「仕事をや

めた」が 28.5％、「就職したことがない、または、出産 1年前にすでに働いていなか

った」が 19.5％となっている。 

◇ 「3 歳未満の親」では、「転職をせず継続的に働いた」の割合が最も高く、61.6％と

なっている。 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

19.5

13.9

16.8

22.0

25.0

32.1

44.1

61.6

49.4

36.2

26.8

20.1

5.7

4.6

6.7

6.5

4.5

3.8

28.5

17.9

25.4

32.7

42.1

41.7

2.3

2.0

1.7

2.5

1.7

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職したことがない、または、出産１年前にすでに働いていなかった 転職をせず継続的に働いた

転職をして継続的に働いた 仕事をやめた

無回答

 
 

 

 

■あて名のお子さんについて、母親または父親が育児休業を取得しましたか。（１つ） 

◇ 全体では、「母親が取得した」が 49.0％と最も高く、次いで「育児休業を利用しなか

った」が 34.4％、「母親と父親の両方が取得した」が 8.9％となっている。 

◇ 「育児休業を利用しなかった」割合は、「3 歳以上の親」は「3 歳未満の親」よりも

10 ポイント以上高くなった。 

母親が取得した

父親が取得した

母親と父親の両方が取得した

育児休業を利用しなかった

母親も父親も就労していなかった

無回答

49.0

4.1

8.9

34.4

0.9

2.8

51.6

4.9

14.1

27.2

0.5

1.8

47.9

3.5

5.2

39.5

1.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全 体（N=3,596） 3歳未満の親（N=1,462） 3歳以上の親（N=1,989）

 

育児休業の取得について 【就学前 問 27】 

出産にともなう母親の退職や転職について 【就学前 問25・就学後 問26】 
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■現在、家事・子育てをどのように分担していますか。父親と母親の分担の割合を、 

全体で１００％になるように数字で記入してください。 

◇ 全体では、父親は「20～40％未満」が 42.6％と最も多く、母親は「80～100％未満」

が 43.0％、祖父母等の援助は「0％」が 57.2％とそれぞれ最も多い。 

◇ 子どもの年代が高い親ほど、母親が 80％以上と回答した割合が高くなっている。 

 

（１） 父親の割合 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

8.3

4.7

6.6

8.7

12.5

20.9

32.8

31.6

32.8

32.6

37.0

33.3

42.6

48.8

44.4

41.9

35.5

30.3

12.9

12.6

13.5

13.0

10.8

11.7

1.2

0.9

1.1

1.5

1.4

1.0

0.4

0.3

0.2

0.5

1.1

0.8

0.1

0.1

0.1

0.3

0.5

1.7

1.2

1.4

1.7

1.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80～100％未満 100% 無回答

 

 

（２） 母親の割合 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

0.3

0.1

0.1

0.2

0.6

1.8

0.3

0.2

0.4

0.5

0.6

1.8

1.2

1.7

2.3

2.3

2.0

13.3

14.7

14.6

12.7

10.7

9.4

34.9

41.2

35.1

35.2

27.2

20.9

43.0

39.5

43.5

42.8

48.0

50.1

4.6

1.9
3.2

4.5

9.2

14.2

1.7

1.2

1.4

1.7

1.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80～100％未満 100% 無回答

 

 

（３）祖父母等の援助の割合 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

57.2

52.1

53.8

58.1

68.4

74.3

28.7

33.0

32.5

27.7

19.1

15.3

9.4

10.8

9.9

9.4

7.7

4.1

2.1

2.4

1.6

1.9

2.4
3.3

0.6

0.5

0.4

0.8

0.9

0.8

0.2

0.1

0.3

0.4

0.3

0.1

1.8

1.2

1.5

1.7

1.5

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80～100％未満 100% 無回答

 

家事・子育ての分担について 【就学前 問 32・就学後 問 31】 
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■あなたの世帯の現在の暮らし向きについてあてはまるものを選んでください。（１つ） 

◇ 全体では、「普通」が 46.2％と最も多く、次いで「やや苦しい」が 22.1％、「ややゆ

とりがある」が 18.8％となっている。 

◇ 「苦しい」の割合は、「高校生の親」が 14.8％と最も高い。 

 

子育ての経済的負担について 【就学前 問 71・就学後 問 32】 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

3.2

3.3

3.0

3.2

3.2

4.6

18.8

17.1

18.1

20.6

20.9

17.3

46.2

48.6

49.1

45.2

44.2

38.2

22.1

22.3

21.8

21.6

22.0

24.9

9.0

8.3

7.6

9.1

9.3

14.8

0.7

0.5

0.4

0.2

0.5

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 苦しい 無回答
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■少子化対策として、あなたが特に必要だと思う支援は何ですか。（５つまで） 

◇ 全体では、「子育て世帯への手当・補助金の拡充」の割合が 56.1％と最も高く、次い

で「賃金の増加や正規雇用など安定して働くための支援」が 53.2％、「大学・専門学

校等の高等教育費の負担軽減」が 49.3％となっている。 

◇ 「賃金の増加や正規雇用など安定して働くための支援」を見ると、いずれの年代の子

どもをもつ親も過半数を占めている。 

少子化対策として特に必要だと思う支援【就学前 問 83・就学後 問 47】 
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賃金の増加や正規雇用など

安定して働くための支援

新居への引っ越しや結婚式の費用など、

結婚するときの経済的負担の軽減

妊娠・出産にかかる手当・補助金の拡充

不妊治療への経済的負担の軽減

子育て世帯への手当・補助金の拡充

幼稚園や保育所にかかる費用の負担軽減

小学校・中学校・高校の教育費の負担軽減

大学・専門学校等の高等教育費の負担軽減

残業時間の縮減やテレワーク勤務など、

時間的・場所的に柔軟な働き方の推進

育児休業など、仕事と子育ての

両立支援制度の取得促進

出産・育児休業からの復帰支援

男女でともに子育てに取り組むための、

性別によらない家事・子育てへの

主体的な参加促進

若者同士の交流機会や

コミュニケーションスキル講座など、

出会い・交流の支援

不妊治療に取り組みやすい、

社会や職場の理解の促進

子育て世帯の公営住宅の優先入居や

リフォーム費用の補助など、住宅の支援

夜間保育、休日保育、一時保育など、

多様な保育サービスの拡充

トワイライトスクール・ルームや

学童保育など、小学生が放課後に

安心・安全に過ごせる場所の充実

その他

特に必要ない

  無回答

53.2

4.9

31.1

21.7

56.1

26.6

41.4

49.3

25.9

17.9

10.0

20.0

4.2

9.6

6.6

16.1

31.9

7.4

0.3

2.7

50.2

8.0

45.3

24.2

65.9

40.2

33.7

40.8

27.4

20.2

9.8

18.1

3.5

10.2

5.7

16.4

27.2

6.8

0.1

2.4

50.7

4.6

33.8

21.7

59.4

27.7

36.9

42.5

28.4

19.3

10.9

20.7

3.2

10.3

7.1

15.1

35.7

6.7

0.4

3.2

56.2

3.8

23.0

22.0

52.5

19.3

48.3

54.2

27.3

17.0

9.7

22.0

4.4

9.4

7.3

16.6

35.0

8.2

0.3

1.9

56.8

4.2

20.5

18.6

44.8

19.2

50.8

63.9

21.2

15.3

9.6

17.4

6.6

7.7

6.5

17.9

27.5

8.3

0.6

1.4

59.5

3.1

23.7

19.6

43.0

20.1

46.3

68.7

16.5

13.5

7.1

21.1

6.9

8.7

6.6

18.8

25.7

8.1

0.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全 体（N＝6,613） 3歳未満の親（N＝1,462） 3歳以上の親（N＝1,989） 小学生の親（N＝1,651）

中学生の親（N＝665） 高校生の親（N＝393）
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■あなたには何人のお子さんがいますか。また、理想としては、子どもは何人いるのが

望ましいと考えていますか。（各１つ） 

◇ 全体では、実際の子どもの人数は、「2 人」が 50.7％、次いで「1 人」が 26.4％とな

っており、理想とする子どもの人数は、「2 人」が 44.9％、次いで「3 人」が 40.0％

となっている。 

◇ いずれの年代の子どもをもつ親も、実際の子どもの人数を 3人以上と回答した割合よ

り、理想とする子どもの人数を 3人以上と回答した割合の方が高い。 

 

（１）お子さんの人数 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

26.4

50.1

25.2

15.9

15.8

17.0

50.7

37.0

53.8

57.4

50.5

54.5

18.2

9.7

16.8

22.0

26.6

24.2

3.4

2.1
3.0

4.2

5.6

3.6

1.4

1.2

1.2

0.5

1.5

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

 

 

（２）理想とする人数 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

2.9

3.3

2.1
2.8

5.3

4.6

44.9

49.9

45.2

43.6

40.9

39.9

40.0

36.5

41.1

41.1

40.6

41.5

7.2

6.4

7.2

8.0

8.0

6.6

5.0

3.9

4.4

4.5

5.3

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの人数について 【就学前 問 84・就学後 問 48】 

26



 

 

■お子さんの人数が理想とする人数より少ない理由は何ですか。（３つまで） 

◇ 全体では、「経済的に余裕がないから」が 52.0％と最も多く、次いで「子育ての身体

的・精神的な負担が大きいから」が 35.5％、「仕事と子育ての両立が難しいから」が

31.0％となっている。 

◇ 「3歳未満の親」では、「今後、出産の予定がある（出産を希望している）」が 40.1％

と高くなっている。 
 

住宅が狭いから

経済的に余裕がないから

仕事と子育ての両立が難し
いから

子育ての身体的・精神的な
負担が大きいから

自分自身の生活を楽しみた
いから

子どもをとりまく環境に不安
があるから

保育所など子育てを手伝っ
てくれる事業が十分に整備さ

れていないから

自分または配偶者の健康上
の理由から

自分または配偶者の年齢上
の理由から

妊娠しなかった

今後、出産の予定がある（出
産を希望している）

その他

  無回答

14.0

52.0

31.0

35.5

6.3

5.2

5.6

6.8

20.3

10.1

18.6

8.6

1.6

14.0

47.2

28.9

30.8

4.1

5.4

7.4

4.8

11.0

4.3

40.1

6.5

1.8

14.6

51.8

34.0

39.9

8.1

4.9

5.5

7.1

20.1

9.0

16.5

8.3

1.1

13.3

56.9

33.5

37.7

7.2

5.1

4.6

8.0

28.7

13.7

4.2

8.9

1.4

13.2

51.3

22.2

29.9

6.8

5.6

3.8

9.0

31.2

20.9

0.4

13.7

1.7

11.7

60.7

23.9

30.7

3.7

5.5

3.1

9.2

22.1

22.1

0.6

10.4

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体（N＝3,389） 3歳未満の親（N＝1,000） 3歳以上の親（N＝1,072）

小学生の親（N＝722） 中学生の親（N＝234） 高校生の親（N＝163）

 

お子さんの人数が理想とする人数より少ない理由について【就学前 問 85・就学後 問 49】 
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- 1 - 

令和 5年度ひとり親世帯等実態調査結果の概要 
 
 

１．調査の概要 
 
（１）調査の目的 

   ひとり親世帯等（母子世帯、父子世帯、両親のない子のいる世帯、寡婦世帯、寡夫

世帯）の生活状況、生活意識等を調査し、ひとり親世帯等に対する福祉行政を推進す

るための基礎資料を得ることを目的とする。 
 
（２）調 査 方 法 

   郵送で配布し、郵送またはオンライン調査の併用により回収した。 
 
（３）調 査 期 間 

   令和 5年 7月 31 日から 8月 18 日（当初） 

※回収率の低迷により、調査票の回答期限について 9月 30 日まで延長。 

※前回調査の調査期間は、平成 30 年 7 月 17 日から 7月 31 日。 
 
（４）対象者及び回収結果 

   令和 2 年国勢調査により設定された名古屋市内の調査区から、無作為に抽出した

2,000 地区を指定し、当該地区に居住する住民基本台帳の世帯構成等から両親のいる

子の世帯など、調査対象世帯に該当しない世帯を除いた調査対象世帯に該当する可能

性がある世帯について、母子世帯及び寡婦世帯については各 1 世帯、寡夫世帯につい

ては連続する 2 調査地区から各 1 世帯（いずれも該当世帯が存在しない場合は他地区

より 1世帯）、父子世帯及び両親のない子のいる世帯については全世帯を対象とした。 

       

  【大人調査票】 

回答者 抽出数 回収数 回収率 

母子世帯 2,000 世帯 575 世帯 28.8％ 

父子世帯 517 世帯 118 世帯 22.8％ 

両親のない子のいる世帯 16 世帯 6 世帯 37.5％ 

寡婦世帯 2,000 世帯 769 世帯 38.5％ 

寡夫世帯 1,000 世帯 250 世帯 25.0％ 

合 計 5,533 世帯 1,718 世帯 31.1％ 

   

    【子ども調査票】 

回答者 抽出数 回収数 回収率 

母子世帯、父子世帯、両親の

ない子のいる世帯に含まれる

10 歳以上 18 歳未満の児童 

（複数名存在する場合は、最

年長の児童を調査対象とす

る。） 

1,346 世帯 292 世帯 21.7％ 
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２．主な指標の推移 
 

【母子世帯と父子世帯の状況】 

 母子世帯 父子世帯 

１．世帯数（推計値） 
24,820 世帯 

（25,986 世帯） 

2,424 世帯 

（2,973 世帯） 

２．ひとり親世帯になった 

理由 

離婚   74.8％（78.4） 

未婚   13.2％（13.6） 

死別    8.9％ （5.6） 

離婚   65.8％（69.1） 

死別   27.8％（23.6） 

３．就業状況 88.8％（90.7） 97.5％（90.8） 

４．世帯の平均年間総収入 
317.9 万円 

（319.3 万円） 

659.6 万円 

（570.4 万円） 

５．名古屋市の施策等で 

期待すること 

①相談事業の充実  

51.6％（69.4） 

②経済的支援の充実 

 48.9％（31.0） 

③子どもの学習･教育支援

の充実 

 22.2％（16.6） 

①相談事業の充実 

 41.8％（73.1） 

②経済的支援の充実 

 34.5％（22.1） 
③子どもの学習･教育支援

の充実 
 21.8％（ 8.7） 

   ※（  ）の値は、前回（平成 30 年度）の調査結果を表している。 
   ※「世帯の平均年間総収入」は、令和 4年の 1年間の収入 

 

 

３．結果の概要(大人調査) 
 
（１）ひとり親世帯の親の年齢 （報告書 P.13～14、160～161） 

 母子世帯 父子世帯 

平均年齢 42.8 歳 48.6 歳 

10 代  0.0％  0.0％ 

20 代  7.4％  1.3％ 

30 代 25.7％ 11.4％ 

40 代 43.0％ 39.2％ 

50 代  23.4％ 41.8％ 

60 歳以上  0.4％ 6.3％ 

 

（２）ひとり親世帯の人員の状況 （報告書 P.17～19、163～165） 

 母子世帯 父子世帯 

平均世帯人員 2.85 人 2.76 人 

子ども以外の同居者がいない世帯 76.0％ 74.7％ 

 

（３）ひとり親世帯の子の人数 （報告書 P.20～23、166～168） 

 母子世帯 父子世帯 

平均人数 1.68 人 1.65 人 
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（４）ひとり親世帯になった理由 （報告書 P.25～26、170） 

 母子世帯 父子世帯 

離婚 74.8％ 65.8％ 

死別 8.9％ 27.8％ 

未婚 13.2％ 0.0％ 

 

（５）ひとり親世帯の困っていること【複数回答】 （報告書 P.33～36、176～178） 

 母子世帯 父子世帯 

困っている

ことがある 

89.9％ 

  子どもの教育や将来：55.3％ 

  生 活 費：53.9％ 

  仕 事：31.8％ 

85.3％ 

  子どもの教育や将来：57.4％ 

  家      事：30.9％ 

  仕 事：27.9％ 

※内訳は、回答が多かった上位 3項目を示している。 

 

 (６) ひとり親世帯の住まい （報告書 P.41～45、183～187） 

 母子世帯 父子世帯 

住まい 

民営の賃貸住宅 ：30.1％ 持ち家 ：63.8％ 

持ち家  ：28.3％ 市営住宅 ：12.5％ 

親族と同居 ：12.6％ 民営の賃貸住宅 ：11.3％ 

市営住宅 ：12.6％   

   ※内訳は、回答が多かった上位 3項目を示している。 

 

（７）ひとり親世帯の就業状況 （報告書 P.54～59、196～199） 

 母子世帯 父子世帯 

現在の就業状況 

仕事についている：88.8％ 

   雇用されている：81.6％ 

  自 営 業： 7.0％ 

  内    職： 0.2％ 

仕事についていない： 11.2％ 

仕事についている：97.5％ 

   雇用されている：86.1％ 

  自 営 業：11.4％ 

  内    職： 0.0％ 

仕事についていない： 2.5％ 

雇用されている者 

の雇用形態 

正 規 採 用  ：48.0％ 

アルバイト・パート：38.7％ 

契 約 社 員 ： 5.1％ 

正 規 採 用 ：91.9％ 

アルバイト・パート： 4.8％ 

家 族 従 業 者 ： 1.6％ 

ひとり親になった 

当時の就業状況 

仕事についていた：66.1％ 

仕事についていなかった：33.9％ 

仕事についていた：98.8％ 

仕事についていなかった： 1.3％ 

    ※雇用されている者の雇用形態の内訳は、回答が多かった上位 3項目を示している。 
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（８）ひとり親世帯の年収の状況 （報告書 P.81～82、216～217） 

 母子世帯 父子世帯 

世帯の平均年間総収入 317.9 万円 659.6 万円 

 

（９）ひとり親世帯の養育費の取り決め状況 （報告書 P.95～98、227～229） 

 母子世帯 父子世帯 

取り決めをしている 71.8％ 59.6％ 

   

（10）ひとり親世帯の面会交流の取り決め状況 （報告書 P.104～108、234～238） 

 母子世帯 父子世帯 

取り決めをしている 59.4％ 54.9％ 

   

（11）離婚する前に知りたかった情報【複数回答】 （報告書 P.116～117、244） 

 母子世帯 父子世帯 

知りた 

かった 

情報がある 

92.2％ 

  経済的支援の情報：63.0％ 

  相談窓口の情報 ：31.7％ 

  子どもの学習･教育支援の情報：25.5％ 

76.5％ 

  経済的支援の情報：35.3％ 

  子どもの学習･教育支援の情報：31.4％ 

  家事や介護の支援の情報：19.6％ 

※内訳は、回答が多かった上位 3項目を示している。 

 

（12）ひとり親世帯の子どもについての悩み【複数回答】（報告書 P.118～120、245～246） 

 母子世帯 父子世帯 

悩みがある 

80.5％ 

  教育・進学：64.5％ 

  し つ け：28.4％ 

  育 児：22.3％ 

78.5％ 

  教育・進学：62.0％ 

  し つ け：27.8％ 

  就 職：21.5％ 

※内訳は、回答が多かった上位 3項目を示している。 

 

（13）ひとり親世帯のワーク・ライフ・バランスの悩み【複数回答】（報告書 P.145～147、266～267） 

 母子世帯 父子世帯 

悩みがある 

83.8％ 

  精神的にゆとりがない：41.4％ 

  仕事が忙しくて、子どもと 
 接する時間が少ない：34.0％ 

  仕事が忙しくて、家事等、 
 家のことに手がまわらない：30.7％ 

78.7％ 

  精神的にゆとりがない：32.0％ 

  仕事が忙しくて、家事等、 
 家のことに手が回らない：30.7％ 

  仕事が忙しくて、子どもと 
 接する時間が少ない：24.0％ 

※内訳は、回答が多かった上位 3項目を示している。 
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（14）ひとり親世帯の福祉施策の利用状況 （報告書 P.150～153、270～273） 

 母子世帯 父子世帯 

利用した 

ことがある 

ひとり親家庭等医療費助成：87.7％ 

名古屋市ひとり親家庭手当：83.1％ 

児 童 扶 養 手 当：83.0％ 

就 学 援 助：69.6％ 

ひとり親家庭医療費助成：51.7％ 

中学生の学習支援事業：50.0％ 

※内訳は、回答が多かった上位 3項目を示している。 

 

（15）ひとり親世帯の名古屋市の施策等で期待すること【複数回答】（報告書 P.156～158、274～275） 

 母子世帯 父子世帯 

期待 

する 

こと 

相談事業の充実 ：51.6％ 相談事業の充実 ：41.8％ 

経済的支援の充実 ：48.9％ 経済的支援の充実 ：34.5％ 

子どもの学習・教育支援 ：22.2％ 子どもの学習・教育支援 ：21.8％ 

※内訳は、回答が多かった上位 3項目を示している。 

 

 

４．結果の概要(子ども調査) 
 
（１）学年 （報告書 P.518） 

学年 全体 

小学生(5、6 年生)  19.0％ 

中学生  37.2％ 

高校生 40.6％ 

専門学校等 0.4％ 

就職している  0.8％ 

その他 2.0% 

 

（２）自分のことが好きか （報告書 P.493） 

全体 

① どちらかと言えば好き ：51.2％ 

② 好き ：25.0％ 

③ どちらかと言えば嫌い ：16.1％ 

④ 嫌い ： 7.7％ 

 

（３）今の生活の満足度 （報告書 P.496～497） 

全体 

① どちらかと言えば満足している ：41.5％ 

② 満足している ：35.5％ 

③ どちらかと言えば満足していない ：15.3％ 

④ 満足していない ： 7.7％ 
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（４）経済的な生活レベル （報告書 P.476～477） 

全体 

① どちらとも言えない ：39.4％ 

② まあまあ豊かだ ：25.2％ 

③ やや苦しい ：15.9％ 

④ かなり豊かだ ：12.6％ 

⑤ かなり苦しい ： 6.9％ 

 

（５）自分専用の持ち物 【複数回答】（報告書 P.474～475） 

全体 

① 勉強道具・参考書 ：86.7％ 

② スマートフォン・携帯電話 ：85.5％ 

③ 自転車 ：74.3％ 

※回答が多かった上位 3項目を示している。 

 

（６）悩んでいることや困っていること【複数回答】 （報告書 P.489～490） 

全体 

① 勉強のこと ：49.2％ 

② 将来のこと ：44.4％ 

③ 性格のこと ：22.2％ 

※回答が多かった上位 3項目を示している。 

 

（７）悩んでいることや困っていることの相談相手【複数回答】（ 報 告 書 P . 4 9 1 ～ 4 9 2） 

全体 

① お母さん ：60.5％ 

② 友だち ：53.5％ 

③ 担任の先生 ：18.9％ 

※回答が多かった上位 3項目を示している。 

 


